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2016年11月
国立天文台台長から光赤外専門委員会経由で、
岡山プログラム小委員会に対して、
「3.8m望遠鏡計画における共同利用の運用方針・計画の策定」
答申を依頼

2017年3月
岡山プログラム小委員会から、光赤外専門委員会に答申（原則的な考え方・方針）

2017年6月
更に具体的な答申を、岡山プログラム小委員会に依頼

2018年３－４月
2回目の答申：岡山プロ小＝＞専門委員会＝＞国立天文台台長

１．背景・経過



第１回答申



第２回答申



第２回答申



せいめいUM せいめい小委員会報告

今後の検討課題

2019年度

2020年度



２.現状（共同利用）

＊ToOが発動されたら、岡山天文台で観測中の人が、観測を実施する
このため、観測手順書を用意してもらっている
（一種のサービスモード）

＊リモート観測も整備中で、リモートでToO観測を行うことも
可能になりつつある(田實講演）

＊自動観測も整備中で、運用実績が蓄積されている装置では
可能になりつつある（前原講演）



• キュー観測 第１段階

複数の課題が１夜で合い乗りする観測

ユーザーから誰かが天文台に来て（or リモートで）、

他の観測課題も含めて観測順を決めて、

自動観測用スクリプトを走らせていく

但し、運用実績が蓄積されている装置が対象

（具体的には現状ではKOOLS-IFU）

＝＞技術的には１－２年で可能か

困難かもしれない点

＊人手の確保 ユーザーの参加が必要

＊ QA(Quality Assurance)は課題提案者が用意する

３．京大＋岡山分室で考えている
提供可能なキューモード案



•キュー観測 第２段階

自動観測化が進めば、自動観測キューモード

運用実績が蓄積されている装置が対象

切替可能な装置ならToO対応可能

困難な点 環境モニター、その評価

自動スケジューリングが必要

そのシステムの構築とその人材と時間

QAにはユーザーの寄与が不可欠

＝＞少なくとも５年は必要か

３.京大＋岡山分室で考えている
提供可能なキューモード案(2)



• そもそも、どんなキューモードをユーザーは望んでいるのだろうか？

• ToOに対応する運用方針：
リモート観測でToO観測が実施できれば、答申は一定満たされるのか？
自動ToO観測(※)があればキューでなくてもいいのか？

※ 自動ToO観測：天体座標を手かファイルで入力すれば、
望遠鏡pointingがされ、指定のスクリプトに従って自動観測
ガイドも必要なら、ガイド星探しも含めて自動ガイド（前原講演）
というような観測

４. 議論のタネ


